
（11月2日）

（11月2日）

（10月4日）

－ １ －

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員
会
法

第
38
条
に
基
づ
く
意
見
の
提
出
を
行
っ

て
い
ま
す
。
本
年
度
、
実
施
し
た
意
見

の
提
出
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

【
11
月
２
日（
金
）】平
成
30
年
度
農
業
施

策
に
関
す
る
意
見
の
提
出
】

村
田
会
長
ほ
か
農
業
委
員
13
名
が
出

席
し
、
平
成
30
年
度
農
業
施
策
に
関
す

る
意
見
を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
新
た
な
生
産
緑
地
制
度

へ
の
対
応
及
び
都
市
農
業
へ
の
支
援
の

観
点
か
ら
、「
制
度
改
正
へ
の
対
応
に

つ
い
て
」、「
生
産
緑
地
の
指
定
に
つ
い

て
」、「
農
業
者
へ
の
適
切
な
支
援
に
つ

い
て
」、「
都
市
農
業
に
対
す
る
市
民
理

解
の
促
進
に
つ
い
て
」
の
４
項
目
を
内

容
と
し
ま
し
た
。

意
見
を
提
出
し
た
後
、
懇
談
を
行
い
、

市
長
か
ら
、
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

の
話
、
農
業
委
員
か
ら
は
、
市
の
農
業

振
興
施
策
に
対
す
る
要
望
な
ど
活
発
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
10
月
４
日（
木
）】特
定
生
産
緑
地
指
定

に
関
す
る
要
望
書
の
提
出
】

村
田
会
長
、
保
谷
職
務
代
理
及
び
JA

東
京
み
ら
い
か
ら
大
山
専
務
を
始
め
関

係
者
が
出
席
し
、
近
隣
４
市
農
業
委
員

会
（
西
東
京
市
、
東
村
山
市
、
清
瀬
市
、

東
久
留
米
市
）
と
JA
東
京
み
ら
い
に
よ

る
「
特
定
生
産
緑
地
指
定
に
関
す
る
要

望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

制
度
の
内
容
を
生
産
緑
地
所
有
者
全

員
へ
周
知
し
、
安
心
し
て
営
農
を
継
続

で
き
る
よ
う
、「
2
0
1
9
年
（
平
成
31

年
度
）
か
ら
特
定
生
産
緑
地
へ
の
指
定

受
付
開
始
」、「
全
生
産
緑
地
所
有
者
へ

の
期
日
到
来
通
知
の
発
送
」、「
生
産
緑

地
所
有
者
へ
の
説
明
会
の
実
施
」、「
全

生
産
緑
地
所
有
者
へ
の
意
向
調
査
の
実

施
」
の
４
項
目
を
内
容
と
し
ま
し
た
。

JA
東
京
み
ら
い
よ
り
、
市
と
連
携
し

た
取
組
み
や
他
市
の
状
況
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、
農
業
委
員
会
か
ら
は
、

市
と
の
連
携
や
、
市
議
会
と
の
意
見
交

換
会
な
ど
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

農
業
施
策
に
関
す
る
意
見
提
出
に
つ
い
て

農業委員会だより
西東京市の風と緑～
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（
ま
ち
農
ア
イ
ド
ル
さ
ぁ
や
さ
ん
と
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
）

東
京
都
知
事
賞

キ
ャ
ベ
ツ　
　
　
　
　
保
谷　
千
代
松

東
京
都
産
業
労
働
局
長
賞

大
根　
　
　
　
　
　
　
　
中
野　
雄
一

東
京
都
農
業
振
興
事
務
所
長
賞

キ
ウ
イ　
　
　
　
　
　
　
相
田　
健
吾

西
東
京
市
長
賞

キ
ャ
ベ
ツ　
　
　
　
　
　
下
田　
勝
也

西
東
京
市
農
業
委
員
会
長
賞

小
松
菜　
　
　
　
　
　
　
中
野　
雄
一

東
京
都
知
事
賞

ヤ
マ
ボ
ウ
シ　
　
　
　
　
野
口　
義
典

東
京
都
産
業
労
働
局
長
賞

オ
リ
ー
ブ　
　
　
　
　
　
櫻
井　
清
一

東
京
都
農
業
振
興
事
務
所
長
賞

一
才
ユ
ズ　
　
　
　
　
　
新
倉　
健
治

西
東
京
市
議
会
議
長
賞

ソ
ヨ
ゴ　
　
　
　
　
　
　
岡
部　
光
一

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会
長
賞

ビ
オ
ラ　
　
　
　
　
　
　
本
橋　
保
昭

品
評
会
の
主
な
受
賞
者
は
、次
の
方
々

で
す（
敬
称
略
）。

「
こ
の
た
び
は
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
生
産
技
術
の

向
上
を
目
指
し
、都

市
農
業
の
発
展
に

微
力
な
が
ら
尽
く

し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。」

11
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）の
両
日
、

第
18
回
西
東
京
市
民
ま
つ
り
が
、
い
こ

い
の
森
公
園
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。両
日
と
も
に
天
気
に
恵
ま
れ
、２
日

間
で
、
約
12
万
人
の
来
場
が
あ
り
ま
し

た
。農

業
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
農
産
物
品
評

会
が
開
催
さ
れ
、
537
点
の
出
展
が
あ
り

ま
し
た
。今
年
は
、過
去
に
類
を
見
な
い

猛
暑
や
度
重
な
る
台
風
等
の
影
響
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
出
展
者
に
よ
る
絶

え
間
の
な
い
努
力
に
よ
り
、
素
晴
ら
し

い
農
産
物
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
野

菜
の
宝
船
も
展
示
さ
れ
、
来
場
者
の
注

目
を
集
め
ま
し
た
。11
日
の
午
後
に
行

わ
れ
た（
宝
船
の
）野
菜
の
宝
分
け
は
、

大
変
な
人
気
を
博
し
、
品
評
会
に
出
品

さ
れ
た
農
産
物
の
販
売
も
好
評
で
、
多

く
の
来
場
者
の
方
々
に
市
内
産
農
産
物

を
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
５
日（
金
）、
農
業
委
員
と
し
て

の
見
識
を
深
め
、
合
わ
せ
て
市
議
会
と

の
意
見
交
換
や
、
都
市
農
業
の
P
R
に

つ
な
げ
る
た
め
、
都
内
で
グ
ロ
ー
バ
ル

Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
第
一
号
と
な
っ
た
南
町
の

矢
ヶ
崎　
宏
行
様
の
圃
場
見
学
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
議
会
議
員
11
名
と
農
業

委
員
10
名
が
参
加
し
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。矢
ヶ
崎
様
か
ら
、

Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
に
向
け
た
取
り
組
み
や
ご

み
を
出
さ
な
い
工
夫
な
ど
の
説
明
が
あ

り
、
参
加
者
か
ら
は
驚
き
の
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
東
京
都
農
林
水
産
振
興
財

団
新
規
就
業
奨
励
事
業
奨
励
賞
受
賞
者

－ ２ －

大
谷
　
光
康
　
様

芝
久
保
町
三
丁
目

「
こ
の
よ
う
な
賞

を
い
た
だ
き
、誠
に

光
栄
で
す
。今
後
は

様
々
な
事
を
学
び
、

父
と
共
に
良
い
作

物
を
作
り
、地
域

社
会
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。」

都
築
　
寿
夫
　
様

中
町
一
丁
目

★
　
　
　
　
★

農
業
委
員
会
で
は
、今
後
も
、関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
都
市
農
業
の

P
R
に
つ
な
が
る
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

野 

菜 

部 

門

植 

木 

部 

門

西
東
京
市
民
ま
つ
り

表
彰
受
賞
者
紹
介

Ｇ
Ａ
Ｐ
導
入
の
圃
場
見
学
会



10
月
22
日（
月
）か
ら
10
月
24
日（
水
）

ま
で
、
農
地
法
第
30
条
に
基
づ
く
農
地

利
用
状
況
調
査（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
、
事
務
局
及
び
市
・
都
市

計
画
課
の
職
員
が
６
班
に
分
か
れ
、
肥

培
管
理
基
準
に
基
づ
い
て
、
各
農
地
を

調
査
し
ま
し
た
。農
業
者
の
皆
様
に
は
、

事
前
調
査
の
段
階
か
ら
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
で
は
、今
後
、肥
培
管
理

が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
農
地
を
中
心
に

農
地
の
適
切
な
利
用
に
対
す
る
助
言
・

指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

７
月
９
日（
月
）、
本
年
度
の
認
定
農

業
者
の
認
定
を
受
け
た
皆
様
に
、
市
長

よ
り
認
定
書
の
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
更
新
の
方
５
名
と
新
規
の

方
２
名
が
認
定
を
受
け
ら
れ
、
本
市
の

認
定
農
業
者
数
は
、「
53
名
」と
な
り
ま

し
た
。

認
定
農
業
者
の
皆
様
に
は
、今
後
、市

内
の
農
業
を
け
ん
引
す
る
中
核
的
な
役

割
を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
い
に

期
待
さ
れ
ま
す
。

生
産
緑
地
を
対
象
と
す
る
都
市
農
地

の
貸
借
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
が
平

成
30
年
９
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
①
相
続
税
納
税
猶
予
制

度
適
用
農
地
を
貸
借
す
る
こ
と
、②
貸

借
中
に
相
続
が
発
生
し
た
場
合
で
も
相

続
税
納
税
猶
予
制
度
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
貸
借
中
の
生
産
緑
地
に
相

続
が
発
生
し
、
買
取
申
出
を
す
る
た
め

に
は
、
所
有
者（
貸
付
人
）が
主
た
る
従

10
月
５
日（
金
）、
農
業
委
員
と
し
て

の
見
識
を
深
め
、
合
わ
せ
て
市
議
会
と

の
意
見
交
換
や
、
都
市
農
業
の
P
R
に

つ
な
げ
る
た
め
、
都
内
で
グ
ロ
ー
バ
ル

Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
第
一
号
と
な
っ
た
南
町
の

矢
ヶ
崎　
宏
行
様
の
圃
場
見
学
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
議
会
議
員
11
名
と
農
業

委
員
10
名
が
参
加
し
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。矢
ヶ
崎
様
か
ら
、

Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
に
向
け
た
取
り
組
み
や
ご

み
を
出
さ
な
い
工
夫
な
ど
の
説
明
が
あ

り
、
参
加
者
か
ら
は
驚
き
の
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

－ ３ －

平
成
４
年
度
以
降
に
指
定
さ
れ
た
生

産
緑
地
が
、
指
定
か
ら
30
年
を
経
過
す

る
前
に
特
定
生
産
緑
地
と
し
て
指
定
す

る
こ
と
で
、
買
取
申
出
の
期
限
を
10
年

延
長
す
る
制
度
で
す
。特
定
生
産
緑
地

へ
の
指
定
手
続
き
は
、
30
年
を
経
過
す

る
前
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
等
の
農
地
課
税
が
継
続

さ
れ
、
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
の
適
用

対
象
と
な
り
ま
す
。

い
つ
で
も
買
取
申
出
が
可
能
と
な
り

ま
す
が
、
固
定
資
産
税
が
５
年
間
で
宅

地
並
み
課
税
へ
と
段
階
的
に
引
き
上
げ

ら
れ
、
加
え
て
新
た
に
相
続
税
納
税
猶

予
制
度
の
適
用
は
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
　【

平
成
４
年
度
に
指
定
さ
れ
た
生
産
緑

地
地
区
】

事
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

主
た
る
従
事
者
と
認
め
ら
れ
る
た
め

に
は
、
貸
付
人
が
借
受
人
の
農
業
経
営

等
に
一
定
の
関
与
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。生
産
緑
地
を
貸
借
す
る
際
に
借

受
人
と
確
認
の
上
、
認
定
申
請
書
に
従

事
す
る
内
容
を
記
載
し
、
作
業
等
を
毎

年
市
に
報
告
し
ま
す
。

（
平
成
30
年
度
）
農
業
委
員
会
や
J
A

を
通
じ
た
制
度
周
知
と
生
産
緑
地
所

有
者
・
利
害
関
係
人
の
把
握
を
行
っ

て
い
ま
す
。

（
平
成
31
年
度
）
特
定
生
産
緑
地
制
度

の
周
知
と
と
も
に
生
産
緑
地
を
所
有

す
る
方
に
対
し
て
生
産
緑
地
の
指
定

期
間
に
関
す
る
到
来
通
知
及
び
特
定

生
産
緑
地
へ
の
指
定
意
向
調
査
を
行

い
、
特
定
生
産
緑
地
へ
の
指
定
手
続
き

を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

（
平
成
32
年
度
以
降
）
引
続
き
特
定
生

産
緑
地
へ
の
指
定
手
続
き
を
行
う
予

定
で
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
者
の
皆
様

一
人
ひ
と
り
が
納
得
し
て
選
択
が
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
都
市
計
画
課
と

連
携
し
な
が
ら
情
報
発
信
等
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、今
後
も
、関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
都
市
農
業
の

P
R
に
つ
な
が
る
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

農
地
利
用
状
況
調
査

平
成
30
年
度
認
定
農
業
者
交
付
式

都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

特
定
生
産
緑
地
制
度

①
特
定
生
産
緑
地
の
指
定
を
受
け
る
と

②
特
定
生
産
緑
地
の

　
　
　
　
　
　
指
定
を
受
け
な
い
と

特
定
生
産
緑
地
制
度
の
申
請
手
続
き

（
都
市
計
画
課
）



（1）  ６月28日（木） 保谷第三児童遊園南
（2）  ８月30日（木） 西東京市スポーツセンター
（3） 10月25日（木） 田無駅北口ペデストリアンデッキ
（4） 12月７日（金） 下保谷四丁目特別緑地保全地区

農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
25
号
は

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

季
節
は
す
っ
か
り
冬
。こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
寒
く
な
り
ま
す
が
、

平
成
最
後
の
冬
、充
実
し
た
日
々

を
お
送
り
く
だ
さ
い
！

今
後
と
も
地
域
の
農
業
者
の
皆

さ
ま
の
役
に
立
つ
情
報
の
提
供
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き

続
き
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。　　
　

 

編
集
委
員
一
同

－ ４ －

９
月
１
日（
土
）と
10
月
27
日（
土
）、

「
農
の
ア
カ
デ
ミ
ー
体
験
実
習
農
園
」に

農
業
者
年
金
は
、
加
入
者
・
受
給
者

数
に
左
右
さ
れ
に
く
い
確
定
拠
出
型
の

公
的
年
金
で
す
。ご
自
身
の
将
来
設
計

の
た
め
に
積
極
的
に
活
用
し
、
豊
か
な

市
で
は
、
地
産
地
消
を
推
進
す
る
め

ぐ
み
ち
ゃ
ん
メ
ニ
ュ
ー
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。本
年
度
は
、

下
表
の
と
お
り「
マ
ル

シ
ェ
・
ド
・
ソ
ワ
レ
」

を
４
回
実
施
し
ま
し

た
。当

事
業
に
参
加
し

て
い
る
農
商
工
業
者

が
、市
内
産
農
産
物
や

市
内
産
農
産
物
を
使

用
し
た
加
工
品
を
出

品
し
ま
し
た
。そ
れ
ぞ

れ
夕
方
５
時
か
ら
開

催
し
、仕
事
帰
り
の
方

な
ど
、多
く
の
方
々
が

訪
れ
、大
盛
況
で
し
た
。

10
月
６
日（
土
）、中
原
小
学
校（
ひ
ば

り
が
丘
二
丁
目
）で
、田
無
緑
化
組
合
の

協
力
に
よ
り
、「
緑
の
ア
カ
デ
ミ
ー
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
公
募
に
よ
る
市
民
約
180

名
が
参
加
し
、①
市
内
で
育
っ
た
苗
木

を
活
用
し
た
「
樹
木
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室
」②「「
匠
の
技
」デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
」（
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
の
実

演
）③
植
木
の
プ
ロ
で
あ
る
田
無
緑
化

組
合
員
に
植
木
の
相
談
が
で
き
る
「
み

ど
り
の
相
談
窓
口
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
り
、
身
近
な
緑
と
職
人
の
技
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
活
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

◇
加
入
要
件

次
の
①
〜
③
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
方

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満

②
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

③
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

詳
細
は
、
市
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

収
入
保
険
と
は
、
平
成
31
年
１
月
か

ら
新
た
に
始
ま
る
制
度
で
、
自
然
災
害

等
の
影
響
に
よ
り
売
上
げ
が
減
少
し
た

場
合
に
、
そ
の
一
部
を
補
償
す
る
保
険

で
す
。世
帯
の
平
均
収
入
の
８
割
以
上

が
確
保
さ
れ
ま
す
。詳
細
は
、東
京
都
農

業
共
済
組
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（

0
4
2̶

3
8
1̶

7
1
1
1
）

お
い
て
、「
親
子
で
野
菜
づ
く
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
」が
、農
業
委
員
会
の
協
力
の
も

と
で
行
わ
れ
ま
し
た
。抽
選
に
よ
り
選

ば
れ
た
20
組
42
名
の
親
子
が
参
加
し
、

種
ま
き
や
収
穫
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
は
、
猛
暑
や
台
風
な
ど
に
見
舞

わ
れ
、生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、農

業
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ

る
て
い
ね
い
な
手
入
れ
に
よ
り
、
た
く

さ
ん
の
カ
ブ
と
だ
い
こ
ん
が
元
気
に
育

ち
ま
し
た
。

農
業
委
員
の
方
々
か
ら
は
、
西
東
京

市
の
農
業
や
、野
菜
の
生
育
の
様
子
、作

業
の
コ
ツ
や
そ
の
野
菜
の
特
徴
な
ど
の

お
話
を
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

に
市
内

の
農
業

を
理
解

し
て
い

た
だ
く

良
い
機

会
と
な

り
ま
し

た
。

緑
の
ア
カ
デ
ミ
ー
に
つ
い
て

収
入
保
険
が
始
ま
り
ま
し
た
。

め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
メ
ニ
ュ
ー

マ
ル
シ
ェ
・
ド
・
ソ
ワ
レ
を

開
催
し
ま
し
た
！

編

集

後

記

「
親
子
で
野
菜
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
」の
実
施
に
つ
い
て

農
業
者
年
金
に

　
　
加
入
し
ま
せ
ん
か
？


